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構成する 3本の鎖（図 1A）には、それぞれ α鎖が 5種類、β鎖が 3種類、γ鎖が 3種類
あり、その組み合せによって 19 種類のアイソフォームが存在する（図 1B）(1)。現在、
各アイソフォームの名称は α1、β1、γ1 の組み合わせなら、ラミニン-111 と構成鎖を反
映させて呼ぶことになっている。このラミニンの命名法は過去に 2 回の訂正が行われて
いるため(2, 3)、1994 年以前、1995 年～2004 年、2005 年以降で名称が異なっている。
これらのアイソフォームのなかで、ラミニン-111 はマトリゲルより最初に精製され、最





















































た(図 2、表 1) (5)。この肝再生におけるラミニン α1鎖の役割を in vitroで検討したとこ
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ろ、ラミニン α1鎖を含むラミニン-111は再生中の肝臓から単離した類洞内皮細胞に対し






る。この胆管前駆構造には、主にラミニン α1 鎖の発現が観察される。そして胎生 16.5
～17.5日に肝内胆管が出現し始め基底膜が観察されるようになり、ラミニンは α1鎖から
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(A) Albumin (B) TAT 
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図7　 肝細胞接着ペプチド、マトリゲル上で培養した肝細胞における肝分化マー
カー遺伝子の発 ?維持  各基質上で72時間培養した肝細胞からRNAを抽出し、
Albumin,  Tyrosine  aminotransferase  (TAT),  Tryptophan-2,3-dioxygenase  (TO),  
Cytochrome  P450  (CYP4A3)の発
?
量をreal  time-PCRにより測定した。肝細胞接着
ペプチド（A13,  B16,  C16)  は、TAT,  TO,  CYP4A3  の発
?
を何もコートしていない
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